
 

2025 年 5 月吉日 

“京都夜市“趣旨書 

Kyoto Night Market 

 

合同会社京都夜市プロジェクト 

 

（コンセプト） 

「誰そ彼時から夜にかけて。京都の魅力をまるごと堪能できる新たな名所」の創出 

 

（目的） 

京都の芸術と伝統工芸、文化と食が融合した国際交流の場となる夜市の創出 

 

（内容） 

京都は多くの観光客が訪れる一方で、夕食後に楽しめる観光スポットやエンターテイメン

トが限られています。そのために日中に有名観光名所に観光客が殺到し、観光公害を生み

出している側面があります。また、多くの観光客が京都を訪れているものの、その経済効

果は飲食店や宿泊施設、特定の土産物に限定されているのが現状です。当イベントは、こ

れらの問題を解決するため、夜間にナイトマーケットを開催し、観光客の満足度を高め、

観光の時間的な分散を行い、これまでインバウンド需要の恩恵を受けることが少なかった

伝統文化や伝統工芸、芸術分野の事業者を中心に商品や作品の販売機会を創出することに

あります。 

地域の文化や伝統工芸、芸術、グルメを体験できるナイトマーケットを定期的に開催する

ことで、京都の住民も含めた訪問者が「まるごとの京都」を堪能できる場の創出を目指し

ます。2025 年 4 月 20 日に京都市国際交流会館で「京都・春の宵市」を試験的に実施し、

出店者・観光客の反応を測定することで、6 月よりの「京都夜市」の定期開催では、地域

団体や民間事業者が連携して継続開催できるモデルを構築し、中長期にわたる観光資源化

と文化経済の循環を目指します。 

夜間観光が不足する京都市中心部において、「地域と観光客が交わる縁側のような空間」

を創出することで、観光の時間的分散、文化体験の拡充、観光消費の裾野拡大につなげま

す。 

 

（開催場所とスケジュール） 

東本願寺前「お東さん広場」 

6 月 8 日（日）、7 月 17 日（木）祇園祭山鉾巡行、8 月 11 日（月）、9 月 12 日（金） 

10 月 12 日（京都市役所前広場）、11 月 7 日、12 月 13 日、2026 年 1 月 24 皮日。これ以



降、広場予約の関係上未定 

 

 

（期待できる効果） 

本事業は京都の伝統工芸と芸術、食文化を融合したナイトマーケットであり、これまでに

ない新しい試みです。この事業を実施することで、以下の効果が期待できます。 

・来訪者と受入側(京都市住民)のニーズにあったコンテンツ(サービス)の提供 

・京都観光の新たな夜間需要の創出 

・「観光公害」対策として観光の時間的分散 

・地域工芸品や文化への関心の向上 

・地域の職人や若手クリエイターの活躍の促進 

・地元住民と観光客が交流し、共に楽しむ場として機能 

・京都の「人財」と「伝統技術」「文化」の未来への継承 

 

特に、これからの京都の将来を担う「人財」である、子供達を育成する場であることを重

視しており、次の試みを継続して実施していきます。 

 

（地域の子どもたちに多様な体験を――“未来の京都”への投資） 

近年、家庭の経済状況による「体験格差」が社会課題となっており、子どもたちが豊かな

経験や学びを得る機会が限られる現実があります。本イベントでは、経済的な格差によっ

て生じる“体験格差”の解消にも力を入れております。地域の子どもたちが多様な社会体験

を通じて主体性や自信を育む場をつくることで、次代の京都を担う人材育成に貢献したい

と考えています。 

 

具体的には、昭和の縁日をイメージした「お店やさんごっこ体験」を通じて、地域の子ど

もたちに実際の販売や接客を体験してもらう機会を提供します。綿菓子や金魚すくい、ヨ

ーヨー釣り、スーパーボールすくいなど、昔ながらの遊びや仕事を“子ども店長”として体

験できることで、子どもたちの主体性や社会性、働く楽しさを育みます。 

 

こうした取り組みを通じて、この京都夜市が地域の子どもたちやその家族、コミュニティ

全体にとってかけがえのない「出会い」と「学び」の場となることを目指しています。 

 

 

(まとめ) 

経済のグローバル化による高度資本主義経済が進展していく中で、消費形態がモノからコ



トに移行しており、観光についても名所旧跡を巡り、見物するという従来の観光スタイル

から、その土地でなければ経験できないことを求める体験型の観光にシフトしています。

いわば観光客は客体から主体へと変化し、観光に求めるものもハードからソフトへの転換

の時代を迎えています。これからの京都観光も、旅行者が京都に求めるものは、寺社仏閣

といった歴史的建造物だけでなく、京都の街に長く息づいてきた伝統文化とその体験にな

ると思われます。インバウンド訪問者が、この「京都夜市」で京都で生活する地域住民と

インタラクティブな交流をすることで、文化の核心でもある「人」とのふれ合いが生まれ

ます。そして、それを通じて訪問者と地域住民の相互にとって効果的なコミュニケーショ

ンも生まれ、訪問者が京都や京都に住む人に愛着を持ち、京都を再訪したいという動機づ

けも可能となります。また、「真の国際化とは、まず自国のことを知ることである」とよ

く言われます。京都の住民にとっても、インバウンド観光客が夜市で伝統工芸品に興味を

持ち、購入したり、伝統文化を楽しむ姿を間近で見ることで、伝統文化や工芸品の価値、

そしてその歴史や背景を学んだり、見直すきっかけになるような場にしたいと考えます。 

また、この夜市に地域の子供達やその家族が参加し、多様な体験をしてもらうことで、体

験格差の解消を目指し、地域コミュニティの再生や活性化、そして将来の京都を担う人材

育成の一助となればとも思慮します。 

 

 

SDGs 

 

 

（合同会社京都夜市プロジェクト構成メンバー） 

•イベント企画・運営：株式会社 DUB JAPAN 

•文化芸術分野：京都文化芸術友の会 

•会場設営・出店管理：株式会社真澄 

•事業計画立案：近江大坂屋（認定支援機関・中小企業診断士） 

•地域経済振興：元京都商工会議所・専務理事/日本青年会議所・乙訓支部長 

以上 
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